
新書紹介
れはまだまだ諸外国に負わねば

ならない。

本書は，現代社会を都市的工業

社会と規定した上で，工業社会

において都市を都市たらしめて

いる過程を論じた都市理論の書

である。著者ライスマンは現在

ニューオーリアンズのチユレイ

ン大学社会学部教授で，社会成

層と都市社会構造を専門として

いる。したがって，本書の手法

は都市社会学的分析をとってい

る。著者は，既成の都市理論を

検討して三つの欠点を指摘す

る。すなわち第１は，都市理論

の極端な単純化である。第２は

歴史の範囲からのみ都市を眺め

ようとする試みであり，第３は

工業都市のもっとも顕著な特徴

である社会変動を扱かうことが

できない点である。

これに対して著者は，都市化を

世界的な視野と社会変動という

ダイナミックな側面からとらえ

都市化の要素として都市成長，

工業化，中流階級の出現，ナシ

ョナリズムの台頭の４つをあげ

る。そしてこれらの要素の発展

の度合いを測定することによっ

て，発展段階の異なった社会に

ついての類型学を構成するので

ある。その意味で，本書は都市

理論というより，むしろ社会変

動の全体理論であり，都市の分

析を包括的な社会分析を通して

行なったものといえるだろう。

もとより本書に，大都市問題を

解決するための処方箋として書

かれたものではない。しかし，

適切な都市理論の発展の必要性

をとき，「類型学は，都市とそ

の要素，ダイナミックス，そし

て複雑性を体系的に理解すると

いう目標に向かって相当の前進

をすることができた」とする著

者の自信にみちた書物である。

＜Ｍ．Ｉ．＞

あとがき

大都市における都心部の過密化

と周辺地域の無秩序な開発は，

数多くの都市問題をもたらして

おります。横浜市はまさにその

典型的な縮図であり，都心部と

郊外部のアンバランスがはなは

だしく，とくに港北，戸塚，保

土ヶ谷，南の郊外４区を中心に

驚くほどのスピードでスプロー

ルが進行し，美しい緑や自然を

食いあらし，市民の生活そのも

のを脅やかしております。毎年

100万坪以上の宅地化か行なわ

れている横浜市においては，も

はや一刻の猶予も許されず，宅

地開発要綱を制定し開発を強力

に指導しております。この意味

において今回の特集は，今後の

貴重な指針となるでしょう。ご

多忙中ご執筆下さいました皆様

に厚くお礼申し上げます。
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都市社会学的分析による社会変

動理論

今日われわれは都市問題の激化

になやみ，その解決に日夜苦労

しているが，都市問題について

明確にそして正しくその意味を

理解したのはそんなに古いこと

ではない。こうした歴史の浅き

にかかわらず，学者，研究者に

よる都市問題へのアプローチは

いろいろ行なわれてきた。すな

わち，(1)都市行政からのアプロ

ーチ，(2)都市社会学的手法，(3)

経済学，ことに近代経済学によ

る“計画”を舞台として行政に

結びつく地域開発論，(4)建築家

からの都市計画，フィジカルプ

ランニング，(5)さらに文明論と

しての都市問題の提起などであ

る。

これらのアプローチは，その時

期に即した問題提起としての意

味と有効性をもっていたが，一

貫した都市理論の形成にまでは

至らなかったといってよいだろ

う。都市理論について，われわ
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